フィジー諸島共和国における自然体験実習　説明会資料

2004.5.14/5.18

期間：2004年8月26日～9月6日の12日間

場所：フィジー諸島共和国、ビチレブ島ナンディ、ガリマーレ石灰岩地域、及びマナ島。

対象：原則として武蔵工業大学工学部・環境情報学部２年生以上の希望者

人員：学生18名。他に教員3名、学生アシスタント7名、添乗員1名予定。

旅行代理店：東急ストリームライン（株）　担当：寺阪（往復航空券・保険取扱、全日程添乗）

現地旅行社：UTC-Fiji

現地コーディネート：ウイング・インベストメント（株）…村関係

大学側引率者：皆川　勝教授（都市基盤工学科）佐藤　安雄技士（都市基盤工学科）

萩谷　宏講師（教育研究センター化学）

学外講師：勝木　俊雄氏（独立行政法人森林総合研究所多摩森林科学園・主任研究官：植物学）

共同実施：南太平洋大学(University of the South Pacific)

　Marine Study Programme　（Lecturer Dr. Susanne Pohler）学生約５名

　School of Pure and Applied Sciences　（Lecturer Dr. Kifle Kahsai）学生約５名

企画・運営：フィジー実習運営学生委員会（代表：大島康司・機械工学専攻修士１年）

費用：学生１人あたり19万円見込み。

　　　内訳：航空券11万円、宿泊費・交通費：6万円、食費・消耗品費・実習費：2万円。

目的：

　１）フィジーの自然観察：地形・地質調査、資源探査、植生調査、天体観測、気象観測、珊瑚礁観察

　２）土木・建築実習：測量（GPS含む）、道路建設、上下水道整備、建築物設計、住環境調査。

　３）国際交流・民俗：カヴァの儀式、現地語の修得、民俗調査、スポーツなどでの交流

　４）語学研修：実用的な英会話（フィジー共和国は英連邦の一員、公用語は英語）

　５）メディア：映像記録実習、html形式での実習報告レポート作成。

日程

８／26（木）成田19:00発　FJ303　機内泊

８／27（金）ナンディ空港6:40着　ホテルへ。休息後、ミーティング。夕食まで自由行動。ナンディ泊

８／28（土）ナンディ8:00出発　11:00コロニサガナ村、セブセブ（儀式）。コーラルコースト泊

８／29（日）映像実習。午後USP教員・学生と合流。コーラルコースト泊

８／30（月）地質調査／植生調査／測量実習　第１日　コーラルコースト泊

８／31（火）地質調査／植生調査／測量実習　第２日　コーラルコースト泊

９／１（水）地質調査／植生調査／測量実習　予備日　コーラルコースト泊

９／２（木）地質調査／植生調査／測量実習　第３日　調査結果まとめ。現地泊（希望者）

９／３（金）ナンディ経由、マナ島に移動　水処理施設など見学。マナ島泊

９／４（土）珊瑚礁観察、島内地図、レポート作成。天体観測。マナ島泊

９／５（日）ナンディに移動　実習内容まとめ　ナンディ泊

９／６（月）10:30ナンディ発FJ302　16:30成田着　解散

・実習課題

1)地質調査・植生調査・測量実習　資源開発・環境アセスメントの初歩と基盤整備のための基礎調査。

USPの教員・学生と共同学習。(8/30-9/3)

2)離島におけるリゾートの基盤設備の見学。特に水関係と電源、通信などの設備と運用状況。(9/3,4)

3)異文化の中での共同生活、自炊、市場の買い出し、日々の課題達成のための共同作業。

4)各自でテーマを決めて、デジタルカメラ・ビデオカメラを用いて記録をとり、編集する。画像はhtml文書としてレポート化。

・実習の特色

1)費用をぎりぎりまで切りつめた、低予算実習

　調査期間は基本的に自炊。物価が安い。現地企業のコーディネート協力。航空券の早期手配。

2)国際交流、英会話の実践

　USP（南太平洋大学・本部スバ）の学生・教員と共同で作業。調査地の村での交流。市場での交渉。

3)調査に最適な気候・季節

　９月は乾期で降水量が少ない。熱帯でも涼しい時期で残暑の東京よりはるかに快適。

4)異文化の中での生活体験

　カヴァの儀式など、村の伝統的習慣に沿った行動。内陸の調査期間中は自炊を基本とする。食材の買い出しや洗濯も自力で。最終日は村の集会場に宿泊（希望者）。

5)継続的な調査と記録の蓄積

毎年同時期に実施予定：資源開発と基盤整備事業の過程を記録し、調査結果を地域に還元できる。

・今後の日程

5/14　説明会実施（工学部）

5/18　説明会実施（環境情報学部）

5/28　参加申し込み締め切り

6/1頃 参加者決定・通知　航空券手配

6月～８月　参加者事前説明会・学習会

8/26　実習開始

・申し込み方法

　申込用紙に記入し、工学部１号館706の研究室（萩谷）前の封筒に提出。5/28（金）17:00まで。

・希望者が募集人数を上回った場合

　申込用紙の記入内容を審査し、本人の学修状況などを参考に選考する。

・問い合わせ先

　　教育研究センター（化学）萩谷　宏　070-6115-9888　e-mail: hiroshi.hagiya@nifty.ne.jp

・情報提供はwebサイトで行っている

　http://www.hagiya.org/fiji/
＜参考資料＞

コーディネート・スタッフ

　ウイング・インベストメント（株）は日本系現地企業で、フィジー諸島共和国において約10年にわたり投資活動を行っているほか、海岸清掃などのボランティア活動もしている。メインの実習地であるガリマーレ地域では、６年間をかけて地権者である地域の全住民の同意書を取り、政府から資源探査許可を得て、2001年3月より試掘ボーリングを実施している。

メディア関係

元ＮＨＫチーフディレクターに学外講師を交渉中。

実習の成績評価

現地での活動状況と、帰国後提出のレポートで成績評価する。学外実習またはインターンシップの単位（各学科で認定が異なる）または後期の教養ゼミナールの単位をあてる予定。

現地状況

　フィジー共和国：人口約90万人。ビチレブ島及びバヌアレブ島を中心に、数百の島から成り、総面積は四国とほぼ同じ。首都は最大の島であるビチレブ島東部のスバ。フィジー人とインド人が各51%、44%を占める。政治的にはフィジー系が強く、経済の実権はインド系住民が握る。ラグビーが盛んで、特に７人制ラグビーの強豪国として知られる。宗教はカトリック（フィジアン）、ヒンズー教・イスラム教（インディアン）など。対日感情良好。住民は友好的でホスピタリティに富む。治安は良好だが、都市部では盗難などに対する注意が必要。主要産業は観光、サトウキビ農業、鉱業、軽工業、漁業。

　日本からは成田発のAir Pacific直行便がビチレブ島西部のナンディ国際空港に月木土の週３回往復。距離7200kmで所要時間約８時間。時差は日本時間＋３時間（現地が３時間早い）。道路は左側通行。運転免許証は日本のもので通用する。通過はフィジードル。1F$＝約68円(2004.3現在)。軽作業の日当がF$10-15程度。食事はフィジー系の集落ではタロ、ヤム、キャッサバなどの芋類、バナナを主として、米、小麦、野菜、鶏肉、魚など。インド系は小麦と米の他、カレーなど香辛料を使った伝統的インド料理を主体とする。

　政治状況は昨年の総選挙後安定している。電力の供給は都市部と一周道路(Queen’s Road, King’s Road)沿いにあるが、時に停電があり、やや不安定。交通はバス・タクシーの他、キャリアーと呼ばれる軽トラック輸送、季節によってサトウキビ輸送用の簡易鉄道が観光客を乗せる場合もある。都市部では携帯電話が使用可能。水道水は飲用に問題なし。道路、橋梁など社会資本は未発達。

　大陸から離れているため、生物相は単純であり、伝染病、寄生虫の心配はない。SARS感染者なし。

メインの調査・実習地

　フィジー第二の大河・シンガトカ川の中流、河口から約40km上流の内陸部にある石灰岩の丘陵地帯。フィジー全体に共通だが、人の手の加わった自然であり、山野に食用になる栽培植物が自生する。石灰岩には小規模な鍾乳洞があり、観光ツアーも行われている。また、fruit batの生息地でもある。山頂部は石灰岩の急峻な地形であり、森林が残り、峠部には200年以上前の集落跡もある。

この地域のフィジー人地権者は８つの集落に分かれており、居住地と山に入るためには、このうちひとつの集落で祖霊に対する儀式（セブセブ：カヴァを飲む儀式）を最初に行うことが必要である。都市部では貨幣経済が浸透し、電化製品、農業機械、自動車などはある程度普及しているが、山間部では伝統的な集落形態と自給自足に近い生活様式を守っている。フィジアンはほぼ全部がカトリックで、集落には教会と小学校がある。

マナ島

　ママヌザ諸島の珊瑚礁の島のひとつのほぼ全域を借り上げた、日本の開発会社（葵リゾート）の所有するリゾート施設。この地域では最大級の宿泊施設を持ち、日本人スタッフ常駐で、観光客も日本人の利用が多い。ナンディからの国内便（10分）またはデナラウ・リゾートから客船（１時間）で往復する。フィジーは環境保全に関する規制が厳しく、水処理や電源、ゴミ処理などで観光地としての対策も立てられている。それらリゾート施設の基盤設備見学の他、珊瑚礁の生物相・生態系の観察などを予定している。

地形・地質・鉱業

　フィジー諸島は第三紀以降の火山岩、火山砕屑岩、砂岩・泥岩などの堆積岩と、それらに貫入する花崗岩類でできた、比較的新しい地質である。フィジー海盆の拡大に伴い、２つの島弧が衝突合体して、ビチレブ島など主要な島をつくっている。南太平洋諸国の中では、面積・人口ともにパプア・ニューギニアに次いで大きい。1000m級の山地があり、水資源には比較的恵まれる。現在活動中の火山はないが、比較的最近まで火山活動があり、地下に残る第三紀のカルデラに熱水鉱床が伴われていて、金や銅が採掘されている。

　島々の周囲は珊瑚礁に取り囲まれており、ビチレブ島、バヌアレブ島の河口域ではマングローブ林も発達している。土地利用が進んでいて、平地の多くはサトウキビ畑、ココヤシのプランテーション、丘陵地は牧草地としての利用が多い。野焼きの影響もあって森林が失われており、近年は植林事業が行われているが、土壌流出の進行が懸念されている。

気候

　南半球（ビチレブ島で南緯17度～19度）にあり、気温は平均27度くらいである。季節は日本と逆で、１２月～３月が雨期（夏）で気温が高く、６月から９月は乾期（冬）で朝晩は気温が20度を切ることもある。熱帯の貿易風地帯にあるため、東からの風のため島の東部で降水量が多い。年間降水量は3000～2000ミリ程度あり、雨期にはスコールも多い。リゾートは降水量が少ないビチレブ島西部と珊瑚礁の島々に集中する。

＊主な関係機関ホームページ

　南太平洋大学：http://www.usp.ac.fj/

　フィジー政府観光局：http://www.bulafiji-jp.com/index2.html

　マナ・アイランドリゾート：http://www.aoi-resort.co.jp/fiji/

　Air Pacific（フィジーの航空会社）：http://www.airpacific.co.jp/
　外務省のページ：http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/fiji/data.html
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